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へず、只強盛なる炎症の吸収後に花壇の如 く増生するの

が見られる。

第5章 結 論

(1)巨 細胞は類上皮細胞と同様単球に由・寝ずる一一元

的細胞 で 之に分裂型巨細胞 と融合型巨細胞が分類され

る◇

(2)分 裂型巨細胞は炎症初期に旺盛なる単球分裂増

殖反応がある時それに隼つて出現する◎邸 ち")ieromo--

neeyteの 核分裂のみ行われ て胞体シ♪裂の之に伴わぬ時

に形成 され、棲は6～S核 を出でず胞体周豫部にあつて

ラングハンス型を取 り中性赤顎位及び花冠の性状は真性

類上皮細胞乃至はmicromonoeyteの それに一致 する。

このものの出現は一過性で次の時期には胞体の分裂 も

行われその核数に一致ずる数の単球を生ずる◎その発生

の条件は真:生類上皮細炮司様旺盛な単球反応を惹起する

刺戟の種類及び量によつて境定 される。(初 期ラ氏型)

(3)融 合型巨細胞は肉茅腫炎中～後期に出現 し肉芽

腫炎の治 蓑反応の形崖学」勺楚現の一つである。生成の始

めは異拗型をとり後次窮に胞体内部に於て中性赤花冠の

改変が行われてラングハンス型(後 期 ラ氏型)巨 細胞 と

なる◇

融合型巨緬胞の形 紹ま可成 り非持異的に行われその後

期ラ氏型巨細胞への移行は偽性領上皮細胞が類単球から

形寅されるのでと同様な条件行われ特珠菌体蝿分乃至は
も

Allergyの 概 念をか りる必要がない◎融合型巨細胞が細

胞の添加魎合で大きくなるのをその生長とすれば、花冠

改変はその成熟である。か 玉る巨細胞の生長が細胞添加

融合によつて行われ、棲分裂によるものではない事はそ

の生成の条件から見ても当然であり、分裂型巨細胞が単

球がhighpotentの 時 に生 じ融合型がその10wpotent

の時に生ずる事 もこの両者聞の形態学的のみならず、生

物学的意嚢をも異にする事を裏轡きするものである。

(4)融 合型巨細胞形成は肉芽腫炎の治癒反応の形態

学的表現の一つであるが、その他治癒反応と して結合織

増生、肉芽腫細胞の多形分岐化、分散化、治癒型類上皮

細胞の出現 、淋巴球集籏などがあつて之等が色々な組み

合せで出現するが、最後には結合織増生のみが残つて肉

芽腫は完全に治癒する。

◎ 一一⇒ 西 ⑨m欄㌦瞬 憾 晶

藍熱
(黒貞it中性赤粒粒)"

(全篇 の稿を終るに当つて御指導を載いた武田、新保両

教授、御援助を抑いだ細菌教室山田助教授に感謝の意を

表する。)

ツベ ル ク リ ン カ 債 の 臨 床 的 検 定 法

神奈川県労働衛生協会

富 士 山

余は最近神奈川県衛生研究所から北研製 ツペルクリソ

液と国立予防衛生研究所製標準 ツペルクリン液の比較検

定を依頼された。

検定方法 被接種者は某高等学校生徒で、斉試験料毎

に平均41人 位、陽性者20人 以上あることを臼標とし

た◎

接種は左側前豚屈側の上下に適当な距離をおいて、上

方には北研 ツを、下方には標準 ツを夫々0・1cc宛 正確に

皮丙注射 し、48時 間後に発赤、硬結等を調査 した◎近時

ッベルクリン文はBCGの 頻回接種をう1ナた側は他側

に比 しツベルクリソアレルギーに差があると云 わ れ る

が、我々のやつたように一側の上下に被検 ツと標準ツを

並べて接種することはアレルギーの左右側における差異

を考慮 しないでもよいので便利と信ずる。

判定は厚生省側の通 り発赤0～4mmを 陰性、5～9

mmを 疑陽性・10mm以 上 を陽性とし、分子には硬結を
、
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分母には発赤を記入 したbな お二重発赤あるときは括弧

内に外輪(大 輪)の 径を記入 した。試料の1例 を第1表

とした。

陽性率と率差の有意牲

発赤が両 ツペルクリソにより差あ るの は当然である

が、甲なる人は北研 「ツ」よりも擦準 「ッ」に強く反応

するのに、乙なる人は逆に標準 「ツ」よりも北研「ツ」に

強 ぐ反応することあ り、この事はぴとり発赤ぼか りでな

しに硬結において も見られる、亦二重発赤にも同様の関

係がおこることがある6例 えぱ北研B500ほ 螺準rツ 」よ

りも強いのであるが、それにも拘 らず標準 「ッ」に対 し

疑陽性文は陽性を示 した者の中7例 はB500に 対 し陰性

を示 している◎

陽性率を算出するにあたり、疑陽性を陽性に加えるか

否かにより百分率が変化する。本実験において陽性者の

実数は北研rツ 」各試料と標準 「ツ」との間に余 り差が

なく、その率差は推計学上有意でなかつた。第2表(K)

然 るに疑陽性を陽性に加えて陽性率を算出すると形相が

・変つてきて、標準 「ツ」による陽性率がむやみに高 くな

り、率差に推計学上有意な竜の窺われて くるく第2表

(L)こ れは標準 「ツ」による反応には疑陽性が多いから

第2表

ぜ

磐ペ ル ク リ ン 陰性
悔
疑陽性

恥

陽性 計

r

陽 性 率(K)

}

1陽 性 率(L)繍

% Xρ2 αQ 有細 %!副 傷 隠 性
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である。

発赤尋均径差及びその有意性

発赤霞の平均を出す に は 二通 りある。一つは一方の

「ツ」に対 し陽性であれば他方の 「ツ」に対 し疑陽性で

あつても陰性であつても平均経算出に加えるので、これ

は当然なことであるが、他の法は両 「ツ」に対 し疑陽性

或は一方が疑陽性で他方が陰性とい うものを平均経算出

に加えるか否かの問題である。著者はとにか く両法 とも

算出 して見た。爾両 「ツ」に対 し陰挫のものは決 して発

赤平均径の算出には加えない、これ を加えることは陰性

者の多い集団の場合には特に誤 りの基となる⇔

次に発赤径の平均算出にあた り、こ=重発赤の内輪(小

輪)を とるか、外輪(大 輪)を とるかは平均霞φ上に大

影響を及ぼ し、全 く逆の成績に達することがあ り得 るが、

著者は当然外輸(大 輪)を とるべきものと信じている。

其の結果第3表 に示す如ぐB515を 除K外 両方法ともに

径差に有意性がない。

第3表

ツベ ル ク リ ン

、
身

準 均 発 赤 径(K)

N1
…

塞

一
X

引 有龍

卒 均 発 赤 径(工)

北研B500

筋標 準

33N20.2mm

3317。2

1.170.25 なし

瓦 竃t£1α1有 意性

北研B501

標 準

3715.8

,3715。6

0。0790.95

北研C502

標 準

3319。7

3317。0

0。760.45

北研B503

標 準

3613.9

3614。4

0。2370。8

北研B509

標 準

3419.0

3416.7

0.8460.4

北研B510

標 準

3419。6

3417.5

0.6550.55

北研B511

標 準

3119.7

3123.3

0.9040。35

44H

44

〃

45

45

〃

46

46

〃

47

47

〃

47

47

〃

35

35'

16.1mm

14.6

13。6

14。0

13.8

14。0

11.3

13。0

14.8

13。8

192

17.2

0。65 0・5な し

0.1750。8 〃

0.08'0。95〃

0。95 0.4 〃

O。e 欲6 〃

OS670。6 〃

〃

42ユ5.5

42119・0

0。85 0。4 〃

北研B512

標 準

3517。7

3521。6

1.380.15 〃

39

39

北研B513

標 準

4321。3

4322。4

0.3020.75 〃

48

48

16.2

20.1

1.ユ7 0。2 〃

ユ9。4

20.8

幽

0.3850。7 〃

北研B514

標 準

3617。3

3618。9

0.610。55 〃

祖116.3
ま

4・1・7・6

0。5350。6 〃

北研B515

標 準

28

28

114
.4

21.8

、

2.02

馳

4

0.05 あリ

36

36

13.1

18.7

1.66 0.1 '

一

「ツ」液の強度の比較検定実際法

上述の通り発赤平均犀差を二通りの方法で検討して見

たが・差は有意であるとの推計学的結論はえられなかつ

た。それかとい うて発赤平均値に差が数字的にでている

のであるからb試 料 「ツ」と標雌i「ツ」は全 く同S塗 度

__.17一
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ともいわれない訳である◎ されば有意でないとの枠丙に

おいて差を出来るだけ少くする方法をとるのが実際問題

で あらう、それには次の方法による。

第一法、ツペルクリンの強度は発赤面積に正比例する

と厳密にはいえないが、略々これに近いものであること

は他の生物学的類似反応から想定 してよい、被検「ツ」に

よる発赤の短長侵をa×b,標 準 「ヅ」によるものをcx

axb で示すことが出来dとすれば被検 「ッ」の強度は

cxd

る。

第二法 数学上a≒b・cigdな らば 畿 臣 ま殆ど 、

(譜 ゾ に等 しい・然るに 「ツ」反応に於ては短級

径の区別はするものの、その差は少 く数値露接近 してい

る◎故に融 の 灘 の代りに(a十bc十d)sを恥 る・

これによりえた数値は第一法 に よ る数値とよく一致す

る◎

第三法 被検 「ツ」及び標準rツ 」による発赤の短長

径の平均を夫々叫nと すれぱ破検 「ツ」の強度は標準

助 の(劉 倍である・
鍵
鱒 れ物 一黙 一r鍔 であるから・ ,

促ノ ぞ 許1ギ)2-← 講 ゾ

となり、第二法に帰するわけである。省第二法にても、

第三法にても自乗 しないときは面積の比 とならず不都合
ひ

と思 う。

第4表 の倍数は第二法によつたものであり、就中倍数

Kは 第3表 のKに 対応 し、倍数Lは 第3表 のLに 対応 し

ている。一一eeに倍数Kほ 倍数rrよ り大となる。

'こ の倍数からいえぼ北研B500
、509、510、 は標準よ

り弓董く、B511～B515`ま 樗轡塾より弱し・QB501'まeまS"

等 しいか、B502は 倍数Kで は標準 より強いがか、 倍

数 】』ではほ虻等 しい、これに反 しB503は 倍数Lで は力

価ほ虻等 しいが倍数 五では弱いとなつている。

第4表

響糖
B5001.38

B5011.03

羅il
B510

B5U

1.25

0.72

B5120.67

}
B5130.9
,!
B5140.84
.}

B6150.44
{

判 定

標準 より強い

標準に等 しい

標準 よリ強い

標準にほ璽等し
い

標=準よ彊 い

同 上

標準 より弱い

同 上

判数D
倍
σ

定

1.22 標準 より強い

隅 饗準にほ噂 し
。0.97 伺 上

0.76

1.16

1.24

0.67

0.65

標 準 に ほ 樽等 し0 .87"
v、

標 準 よ り弱 い0・86

標 準 よ リ甚 た 弱
い 封

標準 よリ弱い

標準 より強い

同 上

標準よウ弱い

同 上

同 上

同 上

0,49標 準 よ り甚ノご弱

;い

B515だ けは例外)。 ・

3)両 「ツ」に疑陽性3ζは一方疑陽性他は陰性の者を

加えた場合 も、全 く加えなかつた場合 も強度算瑠上い う

程の強い差異が出ない(B515だ け は鯛外)。'

4)以 上 から陽性率算出に於て も率差に推計学的有意

性がないと出る方即ち疑陽性者を陽性率に加えないとす

る方が、2)や3)の 成績と歩調一致 し理論8白に正 しいと思

う。 ・

5)然 る時は陽性率に も発赤平均径にも推計学的有意

な差はないのであるけれ ども、少 しでも率差なり匿差な

りを縮める爲に簡単に倍数を算出 して被検 ツペルクリソ

液の強度を加減するのが よい。それには面積比較あ方法

で行 くのが簡便で臨床的であろう。 ・

(本論文の要旨は昭和20年2月2b臼 北研研究会で発

表 した)。

(25。3.13)

考擦並びに総括

1)北 研 「ツ1の 各種試料と標準 「ツ」による反応を

比較 して見るに・真の陽性者数の差は少 ぐ、陽性率差 も

推計学的に有意でかい、然るに疑陽性者を陽性者に加え

て陽性率を算出すると標準 「ツ」に於ける陽性率甚だた

かくな り、試料の手数に於て陽性率差が有意となつた。

これは標準 「ツ」に於ては疑陽性が多いからであつた。

2)発 赤の平均経算出に あたり、両 「ツ」に疑陽性、

又は一方疑陽性、他は陰性のものを加えた場合 も、全 く

加えなかつた場合も共に径差 に有 意 性を認めなかつた
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